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イギリスの中央仔政機関における長官職

- 1272年から1485年まで(上)一

東出 功

〈はじめに〉

筆者はかつて.r中世イギリスの中央行政機関における King'sclerksJl)としづ小論を書いた。

これは中央行政の各部門の長官職について，長官就任以前の経歴を分析したものである。問題

は，国王行政に対して聖職者がどの程度まで関与していたか，しかもとりわけking'sclerk2)(以

下， KCと略記〉と呼ばれる聖職者がどの程度まで関与していたか，ということであった。しか

し紙面の制約があり，当時としては手もとの史料の制約もあって，きわめて不満足な論稿に終

わらざるをえなかった。今回はこうした制約から離れて，長官職経験者全員をより広汎な視点

から吟味しておきたい。

F. M. POWICKE & E. B. FRYDE (edよ Handbook01 British Chronology， 2nd ed.， 

1961 (以下，H包ndbookと略記〉は， English 0伍cersof Stateとして各種の官職保有者を列挙

している。本稿はそのうち次の 4種類を対象とする。

(1) Keepers of the Wardrobe (以下， KpWあるいはwと略記)--wardrobe(garderoba) 

とは，字義通りには衣装部屋あるいは納戸を意味する。後出のexchequerがし、わば「王国」の

財政をあっかうのに対して， wardrobeは「王室」の財政をあっかう。しかし両者の区分は，実

1)堀米庸三編『西洋中世世界の展開J(東京大学出版会，昭48)287-304頁。

のその概念については，これまで拙稿でしばしば述べている。上掲拙稿， 288頁。ほかに「封建制から官

僚制へ一一イギリスJa歴史教育H3/6，昭40)，68-69頁。「“King'sclerks"に関する二つの試論」
(北海道大学『人文科学論集19，昭47)12-13頁。「中世後期における国家と教会J(イギリス史研究
会『イギリス史研究J29，昭55)3頁。要点を反復するならば， King's clerkとはラテン語で clericus

regisと書かれ，そのclerkとは書記であり聖職者でもある。国王書記聖職者あるいは国王聖職者書記と

でも訳されよう。 KCは，聖職者官僚である点で俗人官僚から区別され，国王から直接給与を受ける点

でこれを受けない下僚から区別される(それ以外の属性については，必要に応じて以下の本論で述べら

れる)0cf. G. P. Cuttino， “King's Clerks and the Community of the Realm "， SPECULUM， 

XXIX， 1954， p. 396. 
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際には必ずしも明確でない。 KpWとはこのwardrobeの長官である?

(2) Chancellors (以下， Chあるいは C と略記〉およびKeepersof the Great Seal (以下，

KpGS と略記〉一一~hancellor (cancellarius) とはchancery(cancellarium)の長官であるo

great sealとは，後出のprivysealがし、わば「国王私印」であるのに対して，いわば「王国公

印」である。 chancellorはこの公印の管掌官でもあるが，別に臨時代釘者として KpGSが置か

れることもあるf
d .， 

(3) Keepers of the Privy Seal (以下，KpPSあるL、はpと略記〉一一privysealは，Edward

Iの治世末年ごろにはcontrollerof the wardrobe (KpWの次官〉がこれを管掌した。 Edward

IIの治世にし、たって，専任の管掌官がおかれる。彼らはsecretariusregis (king's secretary) 

と称せられることもある?

(4) Treasurers (以下， tと略記〕一一一前出のexchequer(財務府〉の長官はtreasurerof 

England (thesaurarius Angliae) と呼ばれる?

Handbook vこは，主要な官職としてほかにChiefJ usticiars 7)の名が列挙されている。|日稿8)で

はこれにも言及したが，この官職はEdward1治世以降には及んでいないので，本稿ではあっ

かわない。 Stewardsof the Household9)は，行政面では上記4長官ほどの影響力をもたなかっ

たとおもわれるので，本稿では論及しなし、。

なお本稿では， 1272年のEdward1の即位から 1485年の RichardIIIの敗死まで， 213年聞

をあっかう。この間の長官職経験者の数を聖職者・俗人に分けて表示しておこう。( )内の数

字は延べ人数である。

聖職者 俗人 合計

KpW 39 (41) 23 62 (64) 

ChancelJor 42 (65) 9 51 (74) 

KpPS 日 (57) I 54 (58) 

Treasurer 43 (56) 31(40) 74 (96) 

177(219) 64(73) 241(292) 
(132) [59) [191) 

3) l'納戸部長官Jcf.城戸 毅『マグナ・カノレタの世紀一一中世イギリスの政治と国制， 1199-1307.1 (東
京大学出版会，昭 55)88-89頁。
4) l'尚書部長官Jcf.城戸，上掲書， 63頁他。なおchancellorは，字義通りにはan0伍cerad cancellos 
(at the bars) (e.g. of a court) (C. T. Onions， ed.， The Oxlord Dictio悶ary 01 English 
Etymology， Oxford， 1966)とか， an 0伍cer.....・whostood near the screen of lattice-work or of 
cross-bars which fenced 0妊 thejudgment-seat (W. W. Skeat， An Etymological Dictionary 
01 the English Language， new ed.， Oxford， 1968)と説明されている。裁判官席が格子で仕切られ，
その格子のそばに立つusher(廷吏)が原義であった。
5) Handbook， p. 89. ほかに城戸，上掲書， 89， 168， 261頁他。
6) l'財務府長官Jcf城戸，上掲書， 110頁他。
7) l'イングランド行政長官Jcf.城戸，上掲書， 63頁他。
8) !中世イギリスの中央行政機関における King'sclerksJ 290頁。
9) l'宮内府長官Jcf城戸，上掲書， 167頁。
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たとえばchancellorについて聖職者42(65)となっているのは，同一人物が2回以上同じ職

に任命される例もあるからで，実数では42名に過ぎない。また聖職者の実数合計は177名となっ

ているが，この中には2種類以上の長官職を歴任している例もあるから，これも別な意味で延

べ人数である。正味の実数とでもいうべきものは， C J内の 132名である。これに俗人の 59名

を加えて，全体としては192名の長官が292回にわたって長官一覧表に登場することになる。

俗人がKpWとtreasurerとに多いこと， chancellorとtreasurerとに同一人物の重任の事例

が多いこと， treasurerの交替がもっとも多いことなど、この表から直ちにわかることもあるが，

それらの諸点については後であらためて述べる。ここでとりあえず指摘しておきたいことは，

この表からわかるように，この時期の長官職を問題にするということがほぼ70%まで聖職者長

官を問題にすることになる，とし、う事実である。しかも本稿は，大半の紙面をこの 70%の聖職

者長官にあてた。筆者の関心が主としてこれに向けられているからである?

なお，主要な文献・史料は，以下の省略表記で示した。

Dictionary 01 National Biograρhy: DNB. 

T. F. TOUT， Chatters in the Administrative History 01 Mediaeval England， Man-

chester， 1920-33， 6 vols.: Tout， IIIなどと記す。

Calendar 01 Patent Rolls: CPR. 

I '. 円
以下， 132名の聖職者長官について略歴を素描するが，はじめに4名についてやや詳細に述べ

ておこう。第1例のばあい，人名の後に (kc?-w-p-B-t-c)とあるのは， kc出身者であ

るらしいこと，KpW，KpPSを歴任した後で、司教(bishop)に叙任され，その後にさらにtreasurer，

chancellorを歴任していることを示す。第4例のばあい， Aとあるのは，大司教(archbishop)

を示す。引用史料の中でkc身分を示している部分は，斜体字に変えておいた。

(1) BURY， Richard: kc ?--w-p-B-t-c 

Kc?: (a) 30 Oct. 1323 “John de Denton and R. de B.， king's clerks， are appointed 

to seize into the king's hands and cause to be safely kept all lands， goods and 

chattels late of the same John (de Gray， deceased) in Wales and the march of 

Wales until further order." Calendar 01 the Fine Rolls， III， 242. (b) 2 Dec. 1327 

“Grant to R. de B.， kc， of the prebend in the collegiate church of Crediton (co. 

Devon)." CPRリ 1327-3αp.191. (c) 29 Mar. 1330“Pardon to R. de B.， kc， for 

labours and expenses in the service of the king， as well before he assumed the 

10)俗人長官については，城戸 毅「中世末期イギリスにおける中央行政機関への俗人の進出について」
a史学雑誌j76110，昭42)で、すで、にあっかわれている。
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governance of the realm as afterwards， of all arrears sue on his account for the 

time when he was chamberlain of Chester." Ibid.， p. 505. 

KpW: (co百erer1327-28Y) 21 Aug. 1328.2) 

KpPS: 24 Sept. 1329. 

Bp: (dean of Wel1s)3) provision4) 14 Oct. 1333 Durham (d. 14 Apr. 1345). 

Tr: c. 9 Mar. 1334.5) 

Ch: 28 Sept. 1334. 

Richardがkc出身者であるらしいことを示すために， 3片の史料をあげておいた。まず(c)の

史料は， Edward IIIがChester伯であったとき， Richardがその chamberlainとして家政に関

与していたことを示している?しかしここでkcと書かれているのは，この文書の発給の時点に

おいて，すなわちKpPS在任中の Richardがkcであることを示しており， これだけでは最初

の長官職 (KpW)に任命される以前から kcであったとは断定できない。 (b)の史料は，時期

的にはRichardがco任ererに就任してからのもので，その報酬の一部を示すものかともおもわ

れる。同名の別人である可能性はかなり小さいといえよう。 co妊ererともなれば，中央官界で知

名度も高く，同名の別人であれば，その別人の方に別人であることを明示して混同をさける必

要があろう。そのような配慮がなされていないということは，逆にこの史料がcoffererとして

のRichard自身に関するものと推定させる根拠でもあるが，安全を期して同定(identification)

をひかえ，疑問符をつけておく。 (a)の史料にはJohn de Dentonとならんでkcとしての Richard

の名があがっている。 Wales辺境で「別命あるまでJ(until further order)とりあえず故John

de Grayの遺産を管理せよというものである。 Richardが(c)の史料の通りWales辺境のChester

にいたからこそ，臨時にこの指名を受けたとも考えられる。王族に奉仕する高官がkcである例

は、後述の通り少なくない。そこで、(a)もRichardがkc出身者であることを示す有力な状況証拠

であるが，やはり安全を期して同定をひかえた。なお， (a)も別人， (b)も別人という可能性はさ

らに小さかろう。

1) (内に書かれているのは，このばあいでいえばKpWに任命される前の官職を示している(以下，
同様〉。なおco任ererとは， co百er(金庫〉の管理者を意味する。 KpWの次官はcontrollerであり，
coffererはこのcontrollerに次ぐ地位。次官をこえて長官に任命されたことになる。
2)日付は特に明示しないかぎり，以下すべて Handbookによる。
3) (内に書かれているのは，このばあいでいえばDurham司教に叙任される以前の聖職を示してい
る(以下，同様)。なおdeanとは司教座聖堂参事会首席司祭。
4)以下， prov.と略記。司教の人事には， (a) election(聖堂参事会員が選挙する)， (b) election-provision 
(選挙後に結果を追認しあるいは否認した上て、教皇が直任する)， (c) provision(選挙を経なし、で教皇が
直任する)， (ct) translation， re-election， re-provision， etc. (すでに司教であるものを教皇が他の司教
座へ転任させたり，既経験者の再選挙・再直任など〉などの方式がある。 Richardのばあいは(c)の直任
であり，その日付を示している。
5) Toutは“Appointed3 Feb. 1334. Entered office 24 Feb. 1334ー←1Aug. 1334"としている (VI.
p. 22) cf. 3 Feb. 1334“Appointment of R.， bishop of Durham， to the office of the treasury 
of Exchequer， during pleasure，" CPR.， 1330-34， p. 511. 
6) Tout， III， 25. 
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なお DNBや JohnLord Campbell は，この Richardがまず学者として頭角をあらわし，王

太子〔後の EdwardIII)の家庭教師であったというが， Toutは確証がないとしてこれを否認

している?聖職歴ではdeanof Wellsを経て Durham司教に叙任され，終身その地任にあった。

Richardを最初にとりあげ、たのは，4種類の長官職をすべて歴任しているのがこの 1例のみであ

ることによる。

[2) NORTHBURGH， Roger: kc-p-w-B-t 

Kc: (a) 27 Oct. 1310“R. de N.， clerk， has letters to the abbot and convent of 

Shireburne in Dorset， to receive from them a pension that they are bound， by 

reason of the new creation of the abbot， to give to one of the king's clerks." 

Calender 01 Close Rolls， 1307-13， p. 337. (b)“The first mention of him as a 

royal clerk is on 27 Oct. 1310 (Cal. Close Rolls， Edω. II， 1307-13， p. 337)." DNB. 

KpPS: 18 Sept. 1312. 

KpW: 1 Feb. 1316. 

Bp: (archdeacon8) of Richmond， York) prov. 14 Dec. 1321 Coventry and Lichfield (d. 

22 N ov. 1358). 

Tr: 26 June 1340. 

(a)の史料は，kcの1名に支給されるべき pensionの受給資格を Rogerに認めるとし、う趣旨の

ものである。 Rogerが受給資格を認められているとし、う事実から，彼はkcであったと考えられ

る。この pensionが単なる年金か否か，あるいは貨幣形態の給与か否かは，この史料だけでは判

明しない。ともあれこの史料は， Sherborne修道院長の交替にあたって，国王がこれに承認す

る代償として，同修道院長ならびに修道団 (abbotand convent)がkc1名分の pension支給

義務を負わされたことを示している?kcは国王から直接給与を受ける点でこれを受けない下僚

から区別されるが，国王はこの例のように給与支給の義務をしかるべき教会・修道院に代行

させることも可能であった。なおこの史料が問題の Roger本人に関するものであると判定した

7) CampbelI， The Lives 01 the Lord Cha珂cellorsand Keゆers01 the Great Seal， vol. 1 
(1845)， pp. 218 f. この家庭教師伝説の根源は， ToutによればほかならぬRichard自身であろうとい
う。自分を偉大な聖職者として印象づけるべく，前歴を誇張したのて寸土なL、かとし、う。真の家庭教師は
John Paynelで， Richardの後任として Chesterのchamberlainになった人物で、ある。知名度の低い
JohnがPhilobiblon(古田 暁訳『フィロピブロン 書物への愛』大阪フォノレム画廊出版部，昭47)
の著者として高名なRichardの背後にかくれ，あるいは混同されることは，ありえないことではないと
いう。 Tout，op. cit.， 25 f. n. 2. 
8)助祭長。 1317年 (29May)就任。 cf.CPR.， 1313-17， p. 655. 
9) abbotやpriorの交替にあたって修道院がこの種の負担を課される例はほかにもある。 2例のみを追加
しておこう。 25May 1320“Peter de Pulford， clerk， has letters from the king to the prior and 
conv巴ntof St. Andrew's N orthampton to receive the pension due from them to one of the 
king's clerks by reason of the new creation of the prior." C. Close R.， 1318-23， p. 236. 12 
Jan. 1329“William de Elmeham， clerk， is sent to the abbot and convent of Abyndon to 
receive the pension due to one of the king's clerks by reason of new creation of the 
abbot." C. Close R.， 1327-30， p. 425. 

- 5 ← 



人文科学論家

のは，DNBに{めのように警かれているからで，さしあたりほかの証議はない。したがって DNB

自体主こ誤りがあれば，本務の部窓も根拠を失う。持定にあたって DNBに依存するのは不

るが，以下とれに依存する17tiも少なくない。要するに本織は，DNBや地ndbookなど

にも依存した上-e，最大限どこiでKcの読襲安立証できるか，その限界を克ざわめようとL、う

ものである。

KpPS以前の事業蜜についてはHandbookに明記されていない。しか なくとも ら，

“∞ the information of R. de N."と明記されたletterspatent(開封勅許状〉やlettersclose 

(密封勅許状〉が多数にのぼっているので，罷三五の身辺の要獲量にあったことがわかる。

またHandbookのKpPSの名簿はWillamはelton(後出 [5J)から始まり， Rogerは2代

自になってし、るが，WilliamはcontroIlerof the wardrobeの資格でprivysealを管掌したの

って，独立の官鎖としての KpPS は Roger が初代である~O)Roger はIEまえに 3

たきををするほか， 1321年4丹16日に競気のchanceIlor(John Salmon)に代わって KpGSの

事務取扱4名中の 1名に任命されている。しかしとれは，正競のKpGSとは克なされないil)

(3J EDENDON (Edington， etcよ William:kc-w-t-B-c 

Kc: (a) 26 Jan. 1341“…… to W. de Edynton， kc， whom the king has appointed re. 
ceiver of the said subsidy on this side Trent拭 theTower of London ..." CPR.， 

1340-43， p. 125. (b)“白 26March 1341 he is mentioned鵠 receiverof the subsidy 

of a ninth granted by parliament on this side Trent (RY諮ER，Foedera， ii， pt. i丸、

1154， Record edition)" DNB. 

KpW: 25 Nov. 1341. 

Tr: 12 Apr. 1344. 

Bp: (canonI2) of Salisbury) prov. 9 Dec. 1345 Winchester (d. 7 Oct. 1366). 

Ch: 27 N ov. 1356. 

まず(b)で指摘されているのは次 で、ある。“Rex，dilecto Clerico suo，京Tillielmode 

Edyndon， Receptori Subsidii N ona， nobis per Cornmunitatem Regni nostri Anglia 

concessa， citra Trentam， Salutem.'品)で、ある。ここでも Williamはclericussuus (his clerk 

一一kc)と明訴されているの DNBはこれを当のWillamに関する史料と湾建し， Toutもそれ

を襲っていなし、?Trent河以南(此岸〉の9分の l特別税数設営(receptorsubsidii nona…… 
citraすrentam)であるととは(a)にも明記されており， (a)についても同定が可能になる。 Tout

10) 'first 輩記paratekp.' H仰 'dbook，p. 90. 
11)そfout，VI. 9. 
12)河章生長革製堂参事会員。
13)手もとの第3J叛線小主襲撃選版(1967)ではずomiII， pars IV， 96. 
14) Tout， III， 108 f‘ Wil1iamはまたKpW就任のほぼ6か月前(7月1El)にも“…….kc. r宅配iverof 
the said ninth on this sidξthe Trent・-一"(CPlに 1340-43，p. 25わであった。別人とは考えが
?こし、。

6.-
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はWilliamをWinchester司教 AdamOrletonのpersonalclerkであったとし、うcいわば

bishop's clerkである。そして遅くとも 1335年までに臨まのもとでの勤務(king'sservice)に

入ったという伊

聖職肢では， Salisbury 

されている。 WiIliamもま

を緩て， 1345年にAdamの死後Winchester奇教に叙

に3種類の長官職を麗任している。

(4) STAFFORD， John: p--t-B-c…A 

KpPS: 25 Feb. 142116) 

Tr: 18 Dec. 1422 

Bp: Cdean of Wells) election17) 14 Nov. x 19 Dec. 1424， prov. 18 Dec. 1424 Bath and 

Wells. 

Ch: 26 Feb. 1432. 

Abp: translasion18lprov. 13 May 1443 Canterbury Cd. 25 May 1452). 

この人物も 3種類の長官職を援任しているが，KpPSvこ任命される前に kcであったか否かに

、て誌確証がなし、。 LordCampbellによれば， JohnはCanterbury大司教 HenryChichele 

てられて Henry.Vの好意に浴したことになっている。その記述には挙実誤認もあるがy}

大司教との関係は事実とおもわれる。あるし、はarchbishop'sclerkで、あった可能性もあり，そ

15) Tout， III， 109. 28 Mar. 1335“Ratification of the estate of W.自 Edyndon，kc，昌smaster 
of the hospital of St. Cross by Winchest.告r・....."(G'PR.， 1334…38， p. 88). このmast釘の織は
Winch桂昌ter~司教 Adam から与えられたものか。そしてたになって，あらためてその殺を鼠速から追認
されたということか。
16) DNBでをま“May1421"となっている。また 1428年7fi 11日以前に再任された可能性を示唆してい
るが，Ha鍔dbookfまJそれにふれてい々 し、。
17)以下， eLとE書記。泌さ主4)参照。
18)以下.trs.と略記。競技心参照。
19) Campb日11，op. cit.， p. 343. "...... Chich記le，Archbishop of Cant記rbury，elev品ぬdhim (John) 
to be (a) Dean of the Arches， and obtain付 forhim (b) the d間 neryof St. Martin， and (c) a 
prebend in Lincoln Cathedra1. He then became (d)註 favourit君。fHenry V.， who made him 
successiveか料Deanof Wells， (0 Pr訪問daryof S畠rum，(g) Keeper of the privy seal， and 糾
Treasur邑rof England." (a)…ぃ紛は筆者が便宜釣に泌慈したものであるが，thenとか SUCCesSIおかと
かの表現からは， これらがこの頗序で実現したように読める。しかし毒事焚は以下の通つである。
(a) 1419 (DNB) d桂昌れ ofthe Court of Arches.一一月・日不獄。
(f) 9 Sep. 1419 (DNB) archdeacon of Salisbury (Sarum) 
(g) 25 Feb. 1421 (Handbook)， May 1421 (DNB) KpPS. 
(d) /F明。しかし H世rvyVの死亡包は 31Aug. (1 5ep.) 1422 (Handbook， p. 37) 
(b) 18 Dec. 1422“Grant， by advice of th日gr位atcouncil， to J. S.， kc， kp. of his privy s在al，
of th君必aneryof the註泌g'sfree chapel of 5t. Martin-le-Gr品数d，London." CPR.， 1422 
-29， p. 15. 
紛 18Dec. 1422“Appointment， during pleasure， by advice of the great council， of J. S.， 
kc， dean of t初公eechapel of St. M詰rtinle Grand， London， to the office of treasurer 
of the Excheqt粧品tthe usual f枇 "Ibid.， p. 81. 
(e) 9 Sep. 1423 (DNB) ， dean of Wells. 
(c) 1 S告p.1424“Grant to J. 5.， kc， of the canonry and prebend…… in the cathedral 
church of St. Mary， Lincoln……" CPR可 1422-29，p. 231. 
(a)と{のとの官官後関係は不拐である。 (b)と(h)とはまった〈向日である。{りとふ)とは， Henry Vのカによ
るかのごとく議かれているが，いずれも湾更の死亡後のことである。ますよ(b)と(h)とは“byadvice
of the great council "と明記されていて，この人事が隠乏の発替、によるものか否かも疑わしい。
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れについては， John Kempe (後出 C33J)との関連であらためて述べる。 KpPSになってから

は， treasurerに任命される前に明らかにkcであった30)

以上， cl Jは4種類の長官職をすべて歴任しているものとして， C2J以下の 3名は3種類の

長官職を経験しているものとして，いささか詳細に吟味した。 3種類以上を完全に経験し，しか

も司教歴をもっているのはこの 4名だけである。ClJのRichardについては，最初の長官職(KpW)

に任命される以前の kc歴に関して，かなり有力な状況証拠があるにもかかわらず，安全のため

に疑問符を付しておいた。しかしこの Richardも， KpWに任命されてからは確実にkcになっ

たとおもわれるもりは〕の Johnについては，むしろ kcではなくて archbishop'sc1erkから KpPS

に登用されたかと考えたが， KpPS になってからは明らかに kc である~2) C2J・C3Jの2名につ

いては，DNBを援用するかぎりにおいて kcの前歴が知られた。

マ三

次に， 2種類の長官職歴任者を問題にするが，本節ではそのうち司教歴をもつもの 30名につ

いて，前節よりはし、ささか簡略に吟味しよう。

(5) MELTON， Wiliam: kc-w-A-t-t 

Kc: (a) 2 Jan. 1305“Grant to W. de M.， kc， of the prebend of Crophull and Oxton， 

in the church of St. Mary， Suthwell ・・・・・・ " CPRリ 1301-07， p. 307. (b)“ ・一...he re-

ceived the prebend of Oxton with Cropwell at Southwell ・・・・・・"DNB. 

CKpPS: as controller of the wardrobe， 8 July 1307J 

KpW: (controller 1307-14) 1 Dec. 1314. 

Abp: (dean of St. Martin's-le-Grand， London) el. 21 Jan. 1316， prov. Sep. 1317 York 

(d. 5 Apr. 1340) 

Tr: 3 July 1325; 1 Dec. 1330. 

20) 6 Apr. 1422 “…・・・thekc Master 1. S.， kp. of the privy seal..…・"CPR.， 1416-22， p. 443. 他
方，疑問の史料もある。“On15 April 1421・.•.. Masters 1. S.， clerk of the privy seal， Robert 
Gilbert， dean of the chapel ...... Richard (Fleming)， bishop of Lincoln， caused his seal to be 
affixed in his inn at the Old Temple， London， on 27 May， 1421." Ibid.， pp. 404任この史料
は，書かれている通り， 1421年5月27日付でLincoln司教の印が押されているものを5月初日付で開
封勅許状簿に登録したものである。 Johnが上記の通り同年2月25日付 (Ha悶dbook)で-KpPSに任命
されていたとすれば， 2か月後に“clerkof the privy seal "と書かれていることに疑問が残る。かり
に5月就任(DNB)と考えれば，“clerkof the privy seal "から KpPSに昇任した，しかも月末に昇
任したとの推定もなりたつ。そのばあい“clerkof the privy seal "とはkc身分のものの職掌かも知
れず，遅くとも KpPSV.こ任命される直前にはkcになっていた可能性もある。しかし本稿では， 2月25
日以前にその確証がないので， kcの前歴については，とりあえず否定的に考えておく。
21) 20 Oct. 1328“Presentation， of R. de B.， kc， to the prebend held by William de Clif'， de. 
ceased， in the king's free chapel of Hastyng'， in the dioceseof Chichester." CPR.， 1327 
30， p. 324. Toutはこれを当の Richardに関するものと同定している (III，5 n. 2)。
22)前注20)参照。
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イギリスの中央行政機関における長官職

この人物は，Handbookでは最初の KpPSであるかのごとく書かれているが，Handbook自体

が明記している通り，また前出 [2JRoger N orthburghの項で述べた通り，実はwardrobeの

次官(controller)の資格で事実上の KpPSであったに過ぎない。それゆえ，正式には2種類の

長官職歴任者と見なした。また，臨時にgreatsealの管理に当ったこともある?

(6) AIRMYN， William: kc-p一(B)-B-t

Kc: 20 Apr. 1322 “ Safe-conduct ・・・・・・ for Henry de Cawode， ‘poleter'， servant of W. 

de Ayremynne， kc， one of the keepers of the Great Seal， and keeping the house-

hold for the clerks of Chancery， whom the said W. is sending to purvey poultry 

for the said household." CPR.， 1321-24， p. 105. Cf. Tout， VI， 10. 

KpPS: c. 26 May 1324. 

[Bp: (canon of York) el. 7 J an.， temporalities2) 19 Feb. 1325 Carlisle. quashed 13 

Feb. 1325J 

Bp: prov. 19 July 1325 Norwich (d. 27 Mar. 1336) 

Tr: 1 Apr. 1331. 

この人物も，正式には2種類の長官職しか歴任していない。しかし上記の史料にある通り，

1322年に“oneof the keepers of the Great Seal "であった。この時点で正規の chancellor

はJohnSalmonであるが， Johnは病気中であった。そのようなばあいには，複数の KpGS事

務取扱がおかれる。 Williamは 1311年からほぼ常連として，このような複数の代行者の中に名

を留めている?さらに 1326年 (30Nov.)にも， chancellor (Robert Baldock，後出 [28J)が

下獄した後をうけて代行職に任命されたi)

なおWilliamは上記の通り， 1325年 1月7日にCarlisle司数に選挙され， 17日付で国王は

York 大司教にあてて承認の勅許状を発給した~) 2月19日には同司教領の管財人 (guardian)

1) 9 May 1310 “一…・onTuesday (12 May 1310)・・….thebishop of Worcester delivered the said 
seal (great seal) by the king's order to Sir W. de M. and Sir Robert Bardelby， and Master 
] ohn Fraunceis...…to do what pertains to the 0節目 ofthe said s巴aluntil the king shaIl 
otherwise ordain..・…"C. Close R.， 1307-13， p. 258 ここでWorcester司教とはWalterRey. 
nolds (後出 [8J)であり，同年7月6日付でchanceIlorに任命されるが，この時点ではtreasurerで
ある。
2)以下， temp. と略記。一般に高位聖職者は聖職者固有のいわば霊的機能 (spirituaIities)とともに，
世俗領主と基本的に共通の俗的機能(temporalities)をも兼備している。 spirit.とは，その機能のほか
に，それに由来する収入〈聖務収入〕をも意味し，原理的には教皇から与えられる。 temp.とは要する
に世俗領主と同様の領地・領民支配権であって，ほかにそれに由来する財産・収入をも意味し，国王か

らいわば知行に相当するものとして与えられる。それゆえ司教のはあいtempを与えられて，直属封臣
(tenant -in-chief)に相当する地位に立つことになり，前任司教が死亡・転出・辞任などの理由で司教
座を去れば temp.は世俗知行と同様にひとまず国王(封主)の手中に復帰し，しかるべき管財人に委
ねられる。上記のばあい“temp.19 Feb."とは，この日に新司教にあらためてtempが授与され，い
わば「封主=封臣関係」が成立したことを意味する。
3) Tout， VI， 7-10. 
4) Handbook， p. 84; Tout， VI， 10. 
5) 17 ]an. 1325“Signification to W. (WiIIiam Greenfield) archbishop of York of the royal 
assent to the election of W. de Ayremynne， canonof York， to be bishop of CarIisle." CPR.， 
1324-27， p. 83. 
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にあてて temp. 引渡しの指命が出ている~) 2月26日付の史料でも彼は，“W.bishop elect and 

confirmed of Carlisle"と書かれている?“bishop-elect"とは，選挙されてから教皇による正

式叙任までの期間の司教をさす。“ confirmed"とは，所管の大司教が選挙結果について承認を

与えていることを示す。しかしこの人事は， 2月13日付で教皇から無効の宣告を受けていた

(quashed)。教皇はむしろ Williamには Norwichの司教座を与える意向であって， 7月19日

付で直任の勅書を発給する。他方， Edward 11は，前出の RobertBaldockをNorwich司教座

につける意向で，7月23日の選挙結果に対して，7月28日付で承認を与え， 8月12日付でtemp.

の引渡しを指令する?しかし Robertは，結局のところ 9月3日に辞任し，Williamは9月15日

にフランスで、教皇使節によって正式に叙任(consecration)された守 Williamへの temp.引渡

しの時期については疑問が残る10)

(7) MONE (Moone)， Guy: kc-p-B-t 

Kc: (a) 5 July l397“(Ratification of the estate 00 Thomas Yokflete (kc) as preben-

dary of Longestowe in the cathedral church of St. Mary， Lincoln." CRP.， 1396 

99， p. 200. (b) 24 June 1397“Grant， for life， to G. M.， kp. of the privy seal， of 

100 marks a year at the Exchequer， at the supplication of， and as granted to， 

Thomas Y okflete， (king's) clerk …… " Ibid.， p. 167. (c) 12 Nov. l394“Ratification 

of the estate of the kc G. M. as prebendary of Longestowe in the cathedral church 

of St. Mary， Lincoln." CPR.， 1291-96， p. 553. 

6) 19 Feb. 1325“Mandate to Robert de Barton， kc， guardian of the temporalities of the void 
bishopric of Carlisle， to deliver the same to W. de Ayremynne， canon of Y ork， whose elec 
tion as bishop has been confirmed by William archbishop of Y ork， and who has done fealty 
to the king，" Ibid.， p. 92. この末尾で国王に対する忠誠誓約 (fealty)に言及されている。新司教が
前注 4)で、述べたように新「封臣」になるためには，世俗封臣と同様に忠誠誓約をすませる必要があった。

7) 26 Feb. 1325“Protection with clause volumus for two years for W. bishop elect and 
confirmed of Carlisle， going beyond seas on the king's service，" Ibid.， p. 99. この volumus
(we will)とは，このような外国旅行者に対する保護証 (protection)の書式で， Williamは国王から
海外出張を命じられていたことがわかる。おそらくいまだに教皇の無効宣告を知っていない。

8) 28 July 1325“Signification to W. (Walter Reynolds) archbishop of Canterbury， of the 
r，oyal assent to the election of Master R. de Baldok (sic)， ，archdeacon of Middlesex， to 
be bishop of Norwich." Ibid.， p. 157. および 12Aug. 1325“Mandate to......guardians of the 
void bishopric of N orwich， to deliver the temporalities thereof to Master R. de Baldok， 
archdeacon of Middlesex， whose election as bishop has been confirmed by W. archbishop of 
Canterbury and who has done fealty to the king." Ibid.， p. 159. 
9) DNB. consecratio:司教叙階式(祝聖式)。
10) 13 Dec. 1326“Mandate to…... guardians of the temporalities of the bishopric of N orwich， 
to deliver the same to W.， late canon of London (sic)， preferred to be bishop thereof by 
J. (Joannes XXII) the pope， whose preferment was on 9 November last (1325) accepted by 
the king by letters patent ……and whose fealty the king has taken." Ibid.， p. 342. これから
わかることは，まずこの人事が教皇の発意によるものであること， Edward IIも前年11月にはこれに
同意していること，忠誠誓約がすんでいることなどである。それにしては， temp の引渡しが遅れてお
り， Edward II治世末期の政争が影を落している。さらにHandbookによれば“temp.6 Feb. 1327" 
(p. 243)とあり，これが正しければ EdwardIIの廃位(1月初日〕以後に最終結着が持越されたこ
とになる。
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イギリスの中央行政機関における長官職

KpPS: (receiver of the chamber 1391-98) 16 Feb. 1396. 

Bp: (canon of London etc.)11) consecration12) 11 Nov. 1397 St. David's， Wales (d. 31 

Aug. 1407). 

Tr: 22 Jan. 1398; 25 Oct. 1402. 

Toutはこの人物について Kent出身であること， kcとしての勤務歴が長いことをあげている。

たしかに 1391年から chamber(宮廷財務庁)で収納事務を担当していたPしかし彼について手
もちの史料から kc歴を立証するには，(a)の史料に出てくる Thomasを媒介させなくてはならな

い。 Thomasは1397年 7月5日に Longstowe(Stowe Longa)の聖職緑に関する追認を受け

ている。 (b)の史料では，ほぼ2週間前 (6月24日〉にThomasの懇請 (supplication)によって，

Guyがexchequerから 100marksの終身年金の受給資格を得ているザこれは3月29日に，

Thomasが暫定年金として与えられたものであった?ではなぜ、Thomasは，国王に懇請してま

でこの受給資格を Guy~こ譲渡しているのか。それは Guy から Longstowe の聖職禄を譲渡さ

れることになったからではないか。 (c)では， Longestoweは“thekc G. M."の聖職禄とされて

いる。 (b)のKpPsとしての Guyは， (c)のGuyつまり kcとしての Guyと同一人物であること

がわかる。 kcとしての Guyに言及した史料はほかにも数片あり，いずれも後日の KpPSに関

するものとおもわれるが，確実に同定しうるのはこの(c)だけである伊

11) canon and prebendary of Cadyngton Major in St. Paul's， London; canon and prebendary 
of Sydelesham in Chichester cathedral (CPR.， 1396-99， p. 255). およびcanonand preben-
dary of Combe Tertia in the cathedral church of W巴IIs(1bid.， p. 268) 
12)以下， cons.と略記。前注9)参照。
13) 16 Feb. 1398“……Guy， bp. of St. Davids， late receiver of the moneys of the chamber …… 
from 13 June in the fourteenth year (1391)， when he took up the 0伍ce，untilI February last 
(l398) when he was du巴lydischarged thereof." Ibid.， p. 317. 
14) 28 Sep. 1397“Grant， for Iife， to the kc G. M.， who has surrendered his grant of 100 
marks a year at the Exchequer dated 24 June last， of the manors of High Rothyng， Little 
Canfeld and Ovysham， co. Essex.一…"Ibid.， p. 215. 要するにこの年金もしかるべき所領を与える
までの暫定年金であった。しかしやがて Guyは，この所領を失って再び同じ年金を受給する。 15Feb 
1398“Grant， for life， to G. M.， bp. of St， Davids， of 100 marks a year at the Exchequer， 
as from 24 June last....一"Ibid.， p. 288. 司教就任にあたって pluralism(複数の聖職禄をもつこと)
を解消するためであろう。前出注11)の各史料も，司教就任にあたって返上した聖職(禄〉を示したもの

である。
15) 29 Mar. 1397“Grant to T. Y.， late parson of Fennestanton in the diocese of Lincoln， 
which church he surrendered (so) that the dean and chapter of the king's free chapel 
within the palace of Westminster might appropriate it in mortmain， of 100 marks a year at 
the exchequer， until promoted to a church benefice or benefice with or without cure of 
souls， of the yearIy value of 100 1.， vicarages of parish churches only being excepted." 
Ibid.， p. 107. Thomasは，Fennestantonの教会を放棄する代償としてこの年金の受給資格を得ている。
これは， ;f 100相当のしかるべき聖職禄を与えられるまでの暫定年金であって，上記Longestoweの所
領を与えられる際に， (b)の史料にある通りこれをGuyへ譲渡している。
16) Cf. CPR.， 1391-96， pp. 327， 471， 634， 636， 637 (bis) ， 663 このうちの 1片にふれておこう。 1
Oct. 1393“Grant to the kc G. M. of the treasurership of the cathedral church of St. 
Paul's， London." p. 327. しかしこの授与はやがて問題になる。 24May 1394“Revocation...…of 
letters patent by which the king lately granted the treasurership of the cathedral church of 
St. Paul， London， to G. M.， on his false suggestion that it was void and in the king's gift 
….. after the said Guy has been summoned ……to show cause and has failed to appear in 
Chancery." p. 412. すなわちこの授与がGuyの偽証によるということでchanceryへ出頭を命じられ
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なお Guyのように長官経験者が外地の司教に叙任され，あるいは外地司教の経験者が長官

に任命される例はほかに6例あって!7)全体で7例に過ぎない。司教経験者 80名中の 7名では，

決して多いとはいえない。しかも St.David's以外は2例しかない。

(8J REYNOLDS (Reginaldi)， Walter: kc-t-Bーc-A

Kc: 16 June 1298“Renewal of the presentation of W. Reginaldi， kc， to the church of 

Wymbledom." CPR.， 1292-1301， p. 354. “…… Edward 1 presented him to the 

church of Wimbledon in Surrey..…・ " DNB 

Tr: (kp. of the wardrobe of Prince Edward 1301-07) 22 Aug. 1307. 

Bp: (canon of St. Paul's， London)18) el. 13 Nov. 1307， prov. 12 Feb. 1308 Worcester 

Ch: 6 July 1310. 

Abp: trs. prov. 1 Oct. 1313 (d. 16 N ov. 1327) 

(9J WYKEHAM， William: kc-p-B-c-c 

Kc: 23 May 1363“Grant to the kc W. de W. of the archdeaconry of Lincoln. 

CPRリ 1361-64，p. 345. Cf inj示。-

KpPS: (receiver of the chamber 1361， king's secretary 1361-63) 10 June 1363. 

Bp: (dean of St. Martin's-le-Grand， archdeacon of Lincoln) el. 13-24 Oct. 1336， prov. 

14 July 1367 Winchester (d. 27 Sept. 1404). 

Ch: 10-17 Sept. 1367; 4乱1ay1389. 

(10J FORDHAM， John : kc-p-B-t-B 

Kc : (a) 13 Feb. 1375“Grant to the kc， J. de F.， of the prebend of Stoke cum 

Cudyngton in the cathedral church of St. Mary， Lincoln " CPR.， 1374-77， p. 

76. (b) 23 Oct. 1381“……J. de F.， canon of Lincoln， whom the Pope has appointed 

bp. of Durham， "CPR.， 1381-85， p. 44. 

る。前出注11)で， Guyが司教就任まで同教会のcanonであったということは，実際にこの取消を免が
れたということか。あるいは同教会に別に関係をもったということか。手もちの史料ではいずれとも判

明しない。

17)以下それを古いJI原に列挙する。

Bek， Thomas: w-B (St. David's 1280) 
Thoresby， John (後出 09J): p-B (St. David云1347)-c-B(Worcester)-A (York) 
Houghton， Adam: B (St. David's 1362)-c 
Gilbert， John: B (Ba四gor，Wales 1372)-B (Hereford)ーt-B(St. David包)ーt
Arundel， Thomas: B (Ely 1373)-c-A (Y ork)-c←A (Canterbury)-B (St. Andrews， Scot-
1 and)-c-A (Canterbury)-c← C 
Lyndwood， William: p-B (St. David's 1442) 

18) 5 Apr. 1308 “Mandate …・・・to deliver the temporalities of the bishopric of Worcester to W. 
Reginaldi， late canon of St. Paul's， London， preferred by the Pope to that see." CPR.， 
1307-13， p. 63 最後の“preferredby the Pope"とは，教皇直任 (provision)のはあいに用いら
れる表現である。このばあいはelection-provisionである。前出回注4)参照。これまでのところでは，
[4J J ohn Staffordもel.-prov.であっTこ。
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KpPS: (kp. of the privy seal of Prince Richard 1376-77) 26 June 1377. 

Bp: (dean of Wells， canon of Lincoln) prov. 9 Sept. 1381. 

Tr: 17 Jan. 1386 

Bp: trs‘prov‘ 3 Apr. 1388 Cd. 19 Nov. 1425) 

(11) BOOTH (Bothe)， Lawrenee: kc-p-B-c-A 

Kc: 10 Apr. 1452“Grant to the kc， Laurence (sic) Bothe， chancellor of queen 

説argaret，of the archdeaconry of Stowe， in the diocese of Lincoln …… " CPR.， 

1446-52， p. 527.Cf. infra. 

KpPS: (chancel1or of Queen Margaret 1452) 24 Sept. 1456. 

Bp: (archdeacon of Stowe， dean of St. PauI切 prov. 22 Aug. 1457 Durham‘ 

Ch: 27 July 1473. 

Abp: trs. prov. 31 July 1476 (d. 12 Sept. 1464). 

C 8 JのWalterは王太子〈後のEdwardIII)のKpWであり， [IOJのJohnは主太子〈後

のRichardII)のKpPSであり， CllJのLawrenceは王妃のchancellorであった。これら3例

からしても，王族がそれぞれに国王の行政ぜの縮小模型ともいうべき家政機関をもっていて，

kcがそれらの機漢にも配置されていたことがわかる。後らはそこでの勤務実績が評価されて，

冨王のもと に登用されている。ClJのRichardBury '<b 

(12) HOTHAM (Hothum)， John: kc-B-t--c-c 

Kc:鉛ZぬoJune 1316 
York， to be bp. of Ely." CPR.， 1313ぃ 17， p. 479. 

していた。

Bp: (canon of the church of St. Peter's， York)l告)eLα. 20 June 1316 Ely (d. a. 14 

Jan. 1337). 

Tr: (chancellor of the exchequer， Dublin 1309)20) 27 May 1317. 

Ch: 11 June 1318; 28 Jan. 1327. 

(13) STRATFORD (Stretford)， John: kc-B-t-c-A-c-c 

Kc: (a) 28 June 1324“…… the bishopric of Winchester…… to Master J. de S.， 

archdeacon of Lincoln， preferred to be bp. by J. the Pope ..…・ "CPR.， 1321-24， p. 

432. (b) 30 Oct. 1322“…… Ma鋭校J.de Str佼ford，kc， archdeacon of Lincoln .. 

lbid.， p. 214. 

1き)20 July 1316 “Mand証役 to・…..keepers (guardians) of t恥 bishopricof Ely durinまvoidance，
for th日間stitutionof t加 temporaJitiesther位。fto J. de Hothum， late a ζanon of the church 
of St. Peter， York， whose election， as bp. of Ely， W. (Walter Reynolds) archbp. of C昌nter.
bury， aft告す notification of royal 謀総ent，has confirmed." Ibid.， p. 517. 
20) 14 May 1309“Grant， during pleasure， to J. d在日othum，kc， of the office of Chanc合J10rof 
th企Exchequer，Dublin." CPR.， 1307-13， p. 114. 

13 
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Bp: (archdeacon of Lincoln) prov. 20 June 1323. 

Tr: (diplomatist) 14 Nov. 132621) 

Ch: 28 N ov. 1330. 

Abp: trs. prov. 26 Nov. 1333 Canterbury (d. 23 Aug. 1348). 

Ch: 6 June 1335; 28 Apr. 1340. 

(14) BURGHERSH (Borghersh， Burghasshe)， Henry: kc-B-t-c-t 

Kc: (a) 5 Aug. 1320“…… H. de Burgherssh， a canon of York， whose preferment 

by Pope J(ohn XXIIJ to the bishopric of Lincoln the king has accepted." CPRり

1317 -21， p. 494. (b) 6 Dec. 1318“Grant to H. de Borghersh， kc， of the free 

chapel in the castle of Tikehill (York)." Ibid.， p. 244. 

Bp: (canon of York) prov. 27 May 1320 (d. Dec. 1340). 

Tr: 28 Mar. 1327. 

Ch: 2 July 1328. 

Tr: 1 Aug. 1334. 

以上3名は，いずれも kcから司教になり，その後に長官に起用されている。

(15) LANGTON (Langeton)， Walter: kc-w-t-B-t 

Kc: (a) 8 Sept. 1290 “Licence.…・・forW. de Langeton， kc， to enclose and impark his 

wood of Assele and 12 acres of land adjoining thereto， within the motes of the 

forest." CPR.， 1281-92， p. 388. (b) “ …・・・ licence to impark his wood at Ashley .. 

DNB. 

KpW: (co妊erer1287) 20 N ov. 1290. 

Tr: 28 Sept. 1295. 

Bp: (canon of Lichfield) el. 20 Feb. 1296 (d. 9 Nov. 1321). 

Tr: 23 Jan. 1312. 

Toutによれば，WalterはLeicestershire出身で早くから Edward1に仕え，後にはThomas

Gunneys (controller of the wardrobe， 1272-83)のpersonalclerkであったこともあるヂ

Thomas 自身が kc であったから~3)Walter はし、わばking'sclerk's clerkであったことになる。

(16) SANDALL (Sandale)， John: kc-t-c-B-t 

21) As “a civilian and a diplomatist， and therefore conjectually a c1erk of chancery." Tout， IL 
214 f. Cf. 12 Feb. 1323“Master J. de S.， archdeacon of Lincoln， staying beyond seas on 
the king's service...…" CPR.， 1321-24， p. 245. なおToutは，Johnが正規のtreasurerではなく，
そのlieutenantであったとして，“Appointed6 Nov. 1326. Acted until 28 Jan. 1327"と記してい
る (VI.pp. 21， 407.)。本稿は Handbookによった。
22) Tout， II， 15 なお彼は，DNBのWalterの項を担当しているが，Walterをc1erkof the chancery 
としたのは誤りであったという (lbid.，p. 18 n. 2) 
23) 28 Feb. 1282“Acknowledgement of receipt， by the hands of Thomas de Guneys， kc， of a 
loan of 605 1. from R. bp. of Bath and Wells." CPR.， 1281-92， p. 12 

- 14 
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Kc: 20 Aug. 1307“Appointment …… of J. de Sandale， kc， to the office of chancellor 

of the exchequer.…日"CPR.， 1307-13， p. 6. Cf. infra. 

Tr: (chancel1or of the exchequer 1307) 6 July 1310. 

Ch: 26 Sept. 1314. 

Bp: (provost of Wells， canon of Lincoln and St. Paul's) el. a. 27 July 1316 Winches. 

ter (d. 2 Nov. 1319)建

Tr: 16 N ov. 1318. 

Toutは， Johnのo伍cialcareerが wardrobeから始まり，鍔もなく exchequerへ記積換え

されたといい，そこでchancellorof the exchequer穀に言及している。 また“acIerk of the 

earl of Lincoln as well as of the king"であったともし、う。Lincoln伯とはHenryde Lacy 

であるo earl's clerkでもあったということである?なお，Handbookで、は 1312年 10丹4尽

にactingtreasurer q.こを命されたことになっているが， 1308年5}j6日から 1310年7月6日ま

で，すなわち最初にtreasurerに任命される直前までもやはり treasurerの事務取扱であったと

されているヂ

[17) BINTWORTH (Bentworth， Bynteworth)， Richard: kc-p-B-c 

Kc: (a) 13 Dec. 1334“Whereas on 25 July the king sent沼郡terR. de Bynteworth， 

たお clerk， to the Roman court ……" C. Close R.， 1333-3え p. 285. (b) “…… in 
1334， and for the next three years， he was mainly employed as a kc in important 

mi開ionsto Scotland， France and the papal curia ……" Tout， V， 10. 

KpPS: (diplomatist) 25ちlar.1337. 

Bp: (canon of S仁 Paul型的 el. 4 おlay1338 London (d. 8 Dec. 1339). 

Ch: 6 July 1338. 

上詑(a)の史料は， Tout の脚註で示唆しているものであると.6)Richard 

24) Tout， II， 214 n. 1. 
25) Ha持dbook，p. 101; Tout， VI， 20. 

(doctor 

26) (a)の史料には次の文設が緩く。~…(theking) granted to him (Richard) that he shouId receive 
13 s. 4 d. for every day….. on this side of th巴 sea，and 20 s. for every day 後yondthe sea， 
until his returす1to th思 king，and that his reasonablξco器tsand母xp号nses……shouldbξ 
allowed to him， and th配 kingcaus配d50 1“to b告 deliv芭redto R. in th母 wardrobeupoお such
expenses， the king therefore order百thetreasurer， barons， and ch註mberlains..…to deliver to 
him from the tre部 ury，what they器haIltind to be du悲 tohim for such wages b巴yondthe 
said 50 1." ~塁内での日当と問外て、の日均 ì:: が明記され，そのほかに必要書経費として wardrobe から 50
1. ~ピ支給すると L、う e またそれ以よの出撃をがあったばあい，後臼 tr，ε.asur日r等が適当と特建言すれば，
exchequerからその透線分が支給されるとLう。この支給命令はほぽ14か月後 (4F邑b.1336)に，
ほぼ肉じ文言で笈新されているCG.Close R.， 1333-37， pp.546f.)。圏内の日当は“onemark"と
書かれているが，これはいうまで、もなく 13s. 4 d.をいいかえたものに過ぎない。 Toutはこの給与額
からして， Richardは“aman of high rank "であったとLづ。なお次の史料については， I湾建のた
めの確証はないが，念のためあげておこう o 18 Oct. 1335 "Grant to Master R. de Bynt日worth，kc， 
of the archd官aconryof Ely， in th位 king'sgift by r巴asonof the seεof Ely，" CPRリ 1334
如38，p. 176. この当時Elyの湾教はJohnHotham (前出(12))でふる。しかしとの認可は翌月に
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of civil 1aw)であり，その能力によって外交官に起用され，やがて 2

(18) ZOUCHE (Zousche)， William de la: kc-p-t-t-A. 

の長官職を態4をする。

Kc: (a) 2 Kal. Dec. (30 Nov.) 1335. “Mandate at queen Philippa's request， to give 

to her clerk Master W. 1a Zouche， kp. of the kin~どち secret seal， the canonry of 

York…... notwithstanding that he has …… a canonry and prebend of Exeter …・・・" 

Cαlendar 01 t，お Entriesin the Papal Registers， II， 524. (る)4 Non. Ju1y (10 July) 

1328. “To Wil1iam 1a Zouche. Provision， at the request of the king， whose clerk 

he is， of a canonry of Exeser'…一"Jbid.， p. 276. 

KpPS: (controller of the wardrobe 1334-35) 20 Feb陪 1335.

Tr: 24 Mar. 1337; 31 Dec. 1338. 

Abp: Cdean of York) el. 2 May 1340， prov. 26 June 1342 York (d. 19 Ju1y 1352). 

併の Williamは queen'sclerkになっているが， kp. of the king's secret sealすなわち

KpPSであること，またこの時点で Yorkの canonに住命されていることからして戸問題の

Willam El身である。 (a)ではさらに，彼がExeterの canonであることにも欝及されており，こ

れによって(a)・(b)の持主主が可能になり，殺の kc歴が判拐する。 Harringworth(co. Northants.) 

のおuche家出身と推定され，初代B紅加 Zouche(やはり Wil1iam)の息子と考えられてし、るヂ

wardrobe に就在する訴に， great wardrobeに勤務してし

耳元消された。 26Nov. 1335“Rξvocation of the la包装rantto Master R. d記 Bynteworth.是正‘， of 
the archdeaconry of Eiy. whicn w説smade by the king in the be!ief that the temporaliti告s
of the see were in his hands by th在 dεathof John. bp. of Ely， where丘sthe said J ohn was 
thεn and is now alivε; and ratification of t知的tateof Mast告rJohn de Offord， kc， as archω 
deacon by collation of t恥 blshop."Ibid.， p餐 191. 取消の室主お比率実誤認が判官話したことにある
という oElyのarchdeacon磯比“bycollation of the bishop"というから，司教からJohnOfford 
に与えられていたことがわかる。司教の死亡が伝えられたので，関3自主Ely司教座の temp.がとえの幸司教
へそれを授与するまで，いわば封主としての閤烹の手ゃに後j議したものと特駁して， temp.の一部すな
わち間在rchdeacon葉遣をど国主の裁量によって Richardへ与えた。しかし死亡とは誤報で，同司教の空色彩
が判明した。そこで隠玉はRichardへの授与を取消して，みらすこめて Offordの後利を再確認したとい
うことである。 いいかえると，主司教がその推挙権によってある霊殺を授かしたばあい，その匂建設が死亡

すれば，官官司教による授与そのものが扇動的にきた効、ずるものと考えられていたことになる。当時の法慣

習の一機会夫氏すものとして，問主主不可能の史料勺はあるが，特にき1mしておし、た。
27)後にd相 nof York. 
28) Tout， m， 83; DNB. 
29) (a) 26 Jan. 1329 “To Thomas de Uss告白ete，late kp. of the gr告atwardrobe. Order to 
命!iverby indenture to Master W. la Zousche， kc， whom the king has appointed c1erk an品
purveyor of th母saidwardrobe during pleasure， all the king's things and丑verythings touch-
ing such office that arξin Thomas's custody." C. Close Rリ 1327…30，p. 437. (b) 15 July 
1334“Appointmeut of Edmund de la Beche， kc， as kp. of th告 greatwardrobe， during 
plea初代 Mandatein pursuance to W. la Z.， late c1erk of t治 saidwardrobe." CPR.， 
1330-34， p. 569. (c) 21 Jan. 1331“……W. la Zousche， kc， kp. of thξW呂rdrobe....一"Ibid" 
pp. 52f. これら3J干の史料のうち，まず(a)では， kp. of the great wardrobeとしての Thomas付記
Ousefleet)が， d記rkand purveyor of the said (great) wardrobeとしてのWilliamに事務一切さど
さi継ぐことになっている。 (b)では，derkof the great wardrobeとしてのWilliamがkp.of the great 
wardrbeとしてのEdmundへの事務引継ぎが命じられているα また(c)のようにWilliamをあたかも KpW
であるかのま日くに窪いている史料もあるが，この終点吃?のKpWはThom都心artonであって‘ William
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Williamは， York大司教に選挙されてから 2年後にあらためて教皇から直任された。この人

事の結着が遅れたのは，国王がWilliamKilsby (Kildesby) (当時 KpPS)を同大司教座に推挙

していたことによる。結着まで、の経過については，ToutがDNBv;こ書いている。教皇 Benedictus

XIIは， York参事会の意向を尊重して dela Zoucheを選ぶか， Edward 111の意向に沿って

Kildesbyを選ぶか迷った末に死亡し， Clemens Vにいたって結着した。

(19) OFFORD (U任ord)， John: kc-p-c-A 

Kc: (a) 12 J an. 1339“Appointment of Master J. de 0.， kc， archdeacon of Ely pro-

fessor of laws， as the king's proctor at the court of Rome." CPR.， 1338-40， p. 

197. (b)“Master J. 0.， was a prominent kc， a diplomatist， an administrator， and 

doctor of laws …… had been archdeacon of Ely and was now dean of Lincoln." 

Tout， 111， 160. 

KpPS: (su"ρra) 4 June 1342. 

Ch: 26 Oct. 1345. 

CAbp: (dean of Lincoln) prov. 24 Sept.， temp. 14 Dec. 1348 Canterbury (d. 20 May 

1349)J 

この人物は，前出C17JRichard Bintworthに関する史料にも登場する。 Johnの大司教人事

も別な意味で円滑に進まなかった?そして最後に祝聖を待たずに archbishop-electand 

は正しくはkp.of the great wardrobeであった。 Toutはこのkeeperとc1erkとの聞に特に差異を認
めていない CIV，381 n. 5)。なおgreatwardrobeについて， Toutは特に1章をあてている。 Igreat 
wardrobeが単なる wardrobeよりも重要であると考えるのは無理もないが，事実は逆である。 great
wardrobeと呼ばれたのは，所管の物品の量が大きいからであって，重要度が大きいからではない。要
するに“great"とはsizeをさすのであって役職のdignityのことで、はなかったJ(pp. 349 f.)o Tout 
はまたこの“great"とL、う形容詞が学者にすら誤解を与えたという (p.350 n. 1)0 great wardrobe 
とは，もともと宮廷のstorehouseであって，衣服・食品・宝石・布地・甲胃・武器・幕舎・旗・馬具な
どのほか，一時は硫黄・硝石など火薬原料の調達・保管にもあたっている (p.352)。こうした業務は

wardrobeやchamberの本来業務であったが， great wardrobeがこれを担当するに及んで，旧来の
wardrobeは宮廷の書記部局・行政部局の性格を強め，またgreatwardrobeの業務が多様化するにつ
れて，さらに甲胃や武器等のためにprivywardrobe of the Towerが分化する (p.353)。
30) 27 Nov. 1348“Whereas the king's hurried passage to Calais did not permit him (king) to 
make restitution， as he should have done， of the temporalities of the archbishopric of Can. 
terbury ……to J. de 0.， dean of Lincoln whom the pope has provided to the chunch of Can. 
terbury and appointed to be archbishop， or to take the fealty due to him before the restitu. 
tion; he has committed to the said archbishop elect the custody of the temporalities. 
CPR.， 1348-50， p. 212. 要するに，国王がCalaisへ急行するのでJohnの忠誠誓約を受けられないこ
と，従ってtemp.の正式授与が遅れるので仮授与がなされるということである。 14Dec. 1348“Although 
on 27 Nov. last the king received at Sandwich as he was starting hastly for Calais of 
urgent necessity a bull of the pope appointing Master J. de 0.， dean of Lincoln， to be arch. 
bishop， he was unable at that time to take the fealty of the same John and make full and 
due restitution of the temporalities as the latter (J.) was then at London exercising the 
office of chancellor， ..…having now returned he has taken the fealty and made restitution 
of the temporalities of the archbishop elect・....."Ibid.， p. 219. 教皇勅書が11月27日にSand.
wichで国王の手に渡っていること，Calais急行の直前であったこと，JohnがchancellorとしてLondon
に留まっていて忠誠誓約が不可能であったこと，国王がCalaisから戻って Johnから忠誠誓約を受け，
temp. の仮授与を正式授与に改めたことが記されている。
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confirmedのままで直任の翌年に疫病で死亡する。

[20) THORESBYCTourresby)， John: kc-p-Bーc-B-A.

Kc: 3 June 1345“Whereas Master J. de T.， kc， keeper of the ro11s of the chancery， 

is causing divers victuals for the sustenance of him and his household dwe11ing on 

the king's service in London to be brought by his men and his servants from his 

church of Oundle at divers times， the king has taken the victuals and men and 

servants into his special protection for one year." CPR.， 1343-45， p. 480. cf. 

inJ示。.

KpPS: (kp. of the ro11s of chancery 1338-45) 3 July 1315. 

Bp: (dean of Lichfield) cons. 23 Sept. 1347 St. David's. 

Ch: 16 Juhe 1349. 

Bp: trs. prov. 4 Sept. 1349 W orcester. 

Abp: trs. prov. 17 Oct. 1352 Y ork. 

Handbookは，この Johnが KpPSに任命される前にkp.of the ro11s of chanceryであった

という (p. 91)。上の史料は， これを手がかりとして，当の Johnに関するものと同定された。

またこの史料は，中央官僚が遠隔地に聖職禄をもっばあい，そこからの収益がどのように中央

へもたらされるか，その 1例を示している。 Oundleは Londonの北北西約100km強の位置に

ある。ととから使用人によって Londonまで食糧が輸送され， Johnとその世帯構成員の生計に

充当されている。この史料は，輸送中の食糧と使用人とに関する安全確保を指示したことの記

録である。また彼については， kcに対する給与のあり方を示す記録も残っているヂ

31) 26 Sept. 1336“Grant to Master J. de T.， kc， for his service to the king in the Chancery 
and also in his 0伍ceof notary and because his stay in the Chancery for the said 0伍ceof 
notary and other business of the king is very convenient for the latter， of 40 marks yearly 
out of the issues of the Hanaper until he be provided by the king with a benefice of 
greater value than the said sum and the benefices which he holds already." CPR.， 1334-38， 
p. 329. この史料からまず， chanceryにおける Johnの任務に公証人 (notary)としての任務が含まれ
ており，国王がその実績を評価して 40marksの年俸を支給したことがわかる。 hanaperとは書類を収
納する篭であるが， issues of the hanaperとはgreatsealを付して発給する文書の手数料収入で、あっ
て，その一部がJohnの年俸に充当されている。しかも年俸のほかにすて、に聖職禄も与えられていて，
将来この両者の総計を上まわる聖職禄が与えられれば，この 40marksの年俸は停止されるとL、う。こ
の年俸は， 2年後に20marksの加算があって， 60 marksすなわち 40l. に変わった。 30Apr. 1338 
“Order to pay to Master J. de T.， 20 marks for Easter term last， in accordance with the 
king's grant to him of 40 marks yeariy from the issues of the hanaper...…in consideration 
of his service as notary in chancery， the king wishing to support his expenses mor巴 easily."
C. Close R.， 1337-39， p. 363. 加算の理由がJohnの任務を考慮して，その出費に対する援助である
とされている。この 20marksが加算分であることは，“inaccordance with...... "というだけでは判
然としないが，さらに2年後の史料では“beyond"とあり“40l."とあるので加算であることがわか
る。 20Dec. 1340“一…theking lately granted to Master J. de K.， kc， 40 marks yeariy， and 
afterwards 20 marks yeariy beyond the said sum， by the hands of the clerk of the hanaper 
.. and on a late voidance of a small prebend in the collegiate church of Southwell he 
(king) has collated such prebend to him (].) for the increase of his estate. It was not， 
however， his intention that such collation should prevent the said Master J. from receiving 
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(21) BUCKINGHAM (Bokyngham)， John: kc-w-p-B 

Kc: (a) 23 June 1363“…… bishopric of Lincoln to J. de Bukyngham (sic)， late 

archdeacon of Northampton， whom the pope has appointed to be bishop of that 

place …… " CPR.， 1361-64， p. 355. (b) 20 May 1351 “ …・・・ the king's col1ation of 

the archdeaconry of N orthampton， in the church of St. Mary， Lincoln， to J. de 

Bukyngham， kc." CPR.， 1350-54， p. 81. 

KpW: (controller 1352-53) 23 Feb. 1353. 

KpPS: 1 July 1360. 

Bp: (dean of Lichfield) el. a. 20 Oct. 1362， prov. 5 Apr. 1363 Lincoln (resigned 

Mar. x July 1398， d. 10 Mar. 1399) 

この人物は， ToutによればWarwick伯 ThomasBeauchampから指名されて 1347年に

chamberlain of the exchequer of receiptになり，国王への奉仕を始めたという?とすれば

earl's clerkの出身か。 controllerは1352年 1月5日から 1353年 2月23日までであるといい，

また 1350年 2月14日から 1353年 2月23日まで kp.of the great wardrobeでもあったという

から，双方を兼任した期間もあることになるヂKpWを辞任してから exchequerに復帰し baron

of exchequerとなり，またそのままで， Edward III不在中の撰政 Thomasof W oodstockの

KpPS vこ任命されたこともあるザ国王の KpPSはJohn Winwickで，国王に同行して Franceへ

出張していた。 ToutおよびDNBによれば， JohnはElyの修道士の選挙によって 1361年に同

司教に選出されたが，教皇 InnocentiusVIから学識を疑われて否認されたというザしかし翌年

the said 40 1. yearly which he is still to have." CPR.， 1340-43， p. 71.先の史料の“from
the issues of the hanappr"が“bythe hands of the clerk of the hanaper"とL、L、かえられて
いるが，趣旨は同じであろう。 Southwell(co. Notts.)の小さな聖職禄が空席になり，これをJohnvこ
与えたが， 60 marksを引続き支給するとし、う。さらに2年を経過して， 20 marksだけ減額され最初の
40 marksに戻る。 24Sept. 1342“……notwithstanding that h巴(K.)has since collated him 
(J.) to a small and lean prebend in the church of St. Mary， Lincoln， and subsequently pres-
ented him to the church of Sibbesdon in the diocese of Lincoln， it is his will that th巴 said
]. shall continue to receive the 40 marks， as he used to do before he held the prebend and 
church， until he shew his will herein otherwise." Ibid.， pp. 530 f. 先の Southwell教会とは，
church of St. Mary (at Southwell)である。 Lincoln司教区に含まれる。減額の理由は新たにSibbes-
don教会に推挙されたからか。これら一連の史料は，Toutによっても簡単に言及されており，当のJohn
本人に関するものと考えられている (III，86， nn.)。いずれにせよ Johnのばあいは，最初に 40marks 
を支給された時点て、すでに複数のbeneficeを保有しており，それと並行して現金の年俸を受けた。しか
も4片の史料で一貫しているのは，現金の年俸がやがてしかるべき聖職禄に変わるべきものとされてい

ることである。なおJohnは20marks加算の翌年にarchdeaconof Londonに任命されてしる。 21Mar. 
1339“Grant to Master ]. de T.， kc， of the archdeaconry of London......Grant to him of the 
prebend of Eldelond in the church of London." CPR.， 1338-40， p. 379. cf. Tout， op. cit.， 
loc. cit. 
32) Tout， III， 218. 
33) Tout， VI， 29， 36. 
34) 1 Mar. 1360“一…].de Bukyngham， kp. of the privy seal of the king's son Thomas， guard-
ian (regent) of England...…" CPR.， 1358-61， p. 340. 
35) Handbookは， bishop-electのままで、終わったばあいについてもその事実を記載しているが， John iJ;Ely 
司教に選ばれた事実にはふれていない。またそれは，CPRをはじめ手もとの史料にも記載されていない。
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あらためて Lincoln司教に選出され，国王からの要請もあって，教皇UrbanusVはJohnを同

司教に直任した。 35年以上にわたって同司教座にあったが，晩年にはRichardIIの不興を買い，

Lichfieldへ左遷されることになって， これに同意せず辞任した?)

(22) BRANTINGHAM， Thornas: kc-w-t-B-t-t 

Kc: 12 N ov. 1362 “ …・・・ thekc T. de Brantyngham， treasurer of Calais …… " CPRリ

1361-64， p. 290. Cf. inJ示。.

KpW: (treasurer of Calais 1361-68) 13 Feb. 1368. 

Tr: 27 June l369. 

Bp: (canon of St. Paul's and Hereford) prov. 5 Mar. 1370 Exeter (d. 23 Dec. 1394). 

Tr: 19 July 1377; 4 May 1389. 

(23) WALTHAM (Walthum)， John: kc-p-B-t 

Kc: (a) l3 Sept. 1388 

Richmond in the church 0ぱfYo町rk."CPR.リ， 1385一89，p. 504. (b) 28 Mar. 1385“…… 

the king's c1erks， J. de W.， archdeacon of Richmond， kp. of the rolls of Chancery， 

Master J ohn Barnet…… " CPRリ 1381-85，p. 596. 

KpPS: (kp. of the rolls of chancery 1381-86) 24 _ Oct. 1386. 

Bp: (archdeacon of Richmond) prov. 3 Apr. l388 Salisbury (d. 17 Sept. l395). 

Tr: 2 May l391 

Handbook は“kp.of the rolls of chancery 1386"としか示していないが，この職に任命さ

れるのは1381年であるす)またJohnはこの職責において KpGSの事務取扱に任命されたことも

Avignonの教皇が国王から推挙された司教候補者に難色を示す例はほかにもあった。 RobertStretonは
1358年 12月にCoventryand Lichfield司教に選挙されながら，教皇が同意せず， 1360年4月になっ
てprovisionを， 9月になって consecrationを受けた。 WilliamWykeham (前出 [9J)も1366年 10
月にWinchester司教に選ばれながら， 1367年7月になって provisionを， 10月になって consecration
を受けた。 Johnを含めてこれら 3名は，いずれも‘literature'(Latin語の能力か〕を疑問視された。要
するに 'illiteracy'の疑惑を受けたということである。しかし教皇も反対の姿勢を貫徹できず，結局は
正式発令を遅らせたに留まる。

36) DNB によれば， Richard IIは富裕な Lincoln司教座を甥HenryBeaufortに与えることによって
Lancaster家の支持をえようとした。そのため 1397年にJohnを左遷しようとした。教皇はEngland国
王の助力を受けるべく，これに同意して転任を発令するが， Johnは辞任をもってこれに答える。なおJohn
の死亡日はDNBでは1398年3月10日となっているが，この時点ではまだ生存していると考えられる。
19 July 1398“Mandate to the escheator in the county of Lincoln to deliver the temporali 
ties in his bailiwick of the bishopric of Lincoln to Henry Beauford (sic)， late dean of 
Wells， provided by the Pope to the bishopric of Lincoln， in the room of John， translated to 
Coventry and Lichfield." CPR.， 1396-99， p. 383. 死亡していれば“John deceased"とでも書か
れよう。 Johnの去就には関心がもたれていたであろう。 3月にしかも Canterburyで、死亡したとすれば，
その事実を7月になっても確認できていないということは考えがたい。 Handbookの通り，翌年に死亡
したと考えるべきか。 Toutは“bishopof Lincoln， 1363-97; d. 1398"としているが(IV，381 n. 4) 
，これはDNBvこ依拠したものであろう。 Johnに関する DNBの記事は， Toutによれば聖職歴に関す
る限りすぐれているという(II1， 218. n. 1)。司教在位期間を 1397年までとしていることにも疑問が残
る (DNB.，under Bokyngham.)。
37) 8 Sept. 1381“Appointment， during good behaviour， of J. de W.， kc， as kp. of the rolls of 
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ある子)

(24) STAFFORD， Edmund: kc-p-B-c-c 

Kc: (a) 9 Apr. 1392“Ratification of the estate of Master E. de S. as dean of St. 

Peter's， York， prebendary of Bychill cum Knaresburgh therein ...… " CPRリ 1391

-96， p. 44. (b) 14 Feb. 1388“Grant to the kc， Master E. de S.， of the prebend of 

Bichill with Knaresburgh in St. Peter's， York ..・・・・ " CPR.， 1385-89， p. 401. cf. 

infra. 

KpPS: 4 May 1389. 

Bp: (dean of York) prov. 15 Jan. 1395 Exeter (d. 3 Sept. 1419). 

Ch: 15 Nov. 1396; 9 Mar. 1401. 

(b)の史料には特にdeanとは記されていないが，この Edmundが(a)のEdmundと同一人であ

ることは否定しえない。後の司教 Edmundがdeanof Yorkであったことは，Handbookのみ

ならず，DNBもToutも認めているヂKpPSvこ任命される以前の官職歴は，手もとの史料では

判然としない~O)DNB も Tout も特にそれには言及しておらず，わずかに有力家門の出身である

ことを述べているに過ぎなし41)

(25) LANGLEY (Longley)， Thomas: kc-p-c-A-B-Cd-cーC

Kc: (a) 8 Aug. 1405“N otification of the royal assent to the election by the chapter 

of the cathedral and metropolitan church of York of the kc T. de Longley， dean 

of the church， as archbp. ......" CPR.， 1405-08， p. 48. (b) 1 July 1401“Grant to 

the kc T. Longeley (sic) of the deanery in the cathedral church of York" CPR.， 

1399-1401， p. 506. 

KpPS: (secretary 1399) 3 Nov. 1401. 

Ch: 2 Mar. 1405. 

CAbp: (dean of York) el. a. 8 Aug. 1405 York quashed a. 14 May 1406.J 

Bp: prov. 14 May 1406 Durham (d. 20 Nov. 1437) 

Chancery." CPR.， 1381-85， p. 41. 
38) Tout， VI， 16， 17. 
39)“;n 1385 made a dean of Y ork " Tout， III. 462. 
40) 3 June 1389“Order from 4 May last to this date， and henceforward so long as he shall 
stand in 0伍ce，to make such payments and allowances for every day to Master E. de S. 
the kc， who on that day at the king's command took upon him the keeping of the privy 
seal， as used to be made to other ke巴persthereof and of the late king's privy seal， until 
order shall be taken for his continual abode in the king's household." C. Close， R.， 1385 
-89， p. 591. 彼の官職に関する最初の記録ともいうべきもので，ほかならぬKpPSに任命されたこと
によって， KpPSとして慣例の日当が支給されることを示している。またこの日当は国王のhousehold
への常住勤務 (continualabode)が命じられるまでのものと限定されている。
41)父はSirRichard de Sta妊ord(Baron Sta任。rdof Clifton)，初代Sta百ord伯Ralphは伯父にあた
る (Tout，0ρ. cit.， loc. cit.) 
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Cd: 6 June 1411. 

Ch: 23 July 1417; 16 Nov. 1422. 

DNB によれば， Thomasは若いころから Lancaster公John of Gauntに仕えており，その

子 HenryIVの即位によって昇進の道が聞けたという。いわばduke'sc1erk出身といえよう?

(a)の史料でも kcであるが，これはすでにKpPSと最初のchance110rとを経験してからのもの

である。 (b)はKpPS昇任の 4か月前のもので， (a)・(b)はdeanof Yorkをいわば媒介項として

同定される。 York大司教に選挙されたが，教皇InnocentiusVII vこ否認される。しかし空席の

Durham司教座に直任された。 1406年8月8日にSt.Paul's教会 (London)でCanterbury大

司教ThomasArundelから祝聖される。 Durham司教座はYork大司教の所管であったが，依

然、として空席であったことによる。教皇がJohannes XXIII vこ変わり，新教皇はEnglandの支

援を求めて， 1411年 6月6日にThomasをcardinal(枢機卿〉に任命した(Cdはそのことを示

す〉。

(26) BUBWITH (Bubbewyth)， Nicholas: kc-p-B-t-B-B 

Kc: (a) 4 Apr. 1408 “ ・・・・・・ in favour of N.， bp. of Bath and We11s， the king's treas-

urer …・・・ in consideration of the services of the said Nicholas， as king's secretary， 

kp. of the ro11s of the Chancery， kp. of the privy seal and treasurer ...…" C. 

Charter R.， V， 436. (b) 24 Sept. 1402“Appointment， during good behaviour， of the 

kc N. Bubbewyth as keeper of the ro11s of Chancery， with a11 things belonging to 

the 0伍ce，receiving the accustomed fees and profits." CPR.， 1401-05， p. 120. 

KpPS: (kp. of the ro11s of chancery 1402-05) 2 Mar. 1405. 

Bp: (archdeacon of Dorset) prov. 14 May 1406 London. 

Tr: 15 Apr. 1407. 

Bp: trs. prov. 22 June 1407 Salisbury. 

Bp: trs. prov. 7 Oct. 1407 Bath and We11s (d. 27 Oct. 1424). 

(a)のように経歴が 1片の史料に列挙されていれば， (b)のような別な史料との同定が容易にな

る。しかし(a)のような史料は，ほぼ例外といってよく，そのことが同定を困難にする。なお(b)

は，この種の官僚に対する給与の一端をうかがわせるが， feesとprofitsとがどのように区別さ

れているかは， この史料だけでは不明である。またこの人物については，前の2つの司教座の

在任期間が異例に短い点で注目される。 Londonでは， 1406年9月27日にtemp.を受けてから

9か月で，Salisburyでは1407年8月 14日にこれを受けてから 2か月未満で早くも転出させられ

42) 7 N ov. 1399 “Grant to Ralph…・・・Thomas ..…. and T. de Longeley， clerk， executors of the 
will of king's father John (of Gaunt)， late duke of Lancaster， deceased...…" CPR.， 1399 
-1401. p. 175. 故Lancaster公の遺言執行者の中にThomasの名が見える。 DNBがし、う通り，
Thomasが同公のもとに仕えていたとすれば，この史料は当人のものであろう。
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ている。

(27) STILLINGTON (Stillyngton)， Robert: kc-p-p-B-cーC

Kc: (a) 17 Mar. 1466“…... R. Stillyngton， bp. of Bath and Wells， dean of the king's 

free chapel of St. Martin le Grand， London， and kp. of the privy seal ......" CPRリ

1461-67， p. 512. (b) 28 Nov. 1458“Ratification of the estate of the kc， Master R. 

StyllynP;ton， as dean of the free chapel of St. Martin le Grand， London， for life." 

CPR.， 1452-61， p. 470. 

KpPS: (doctor of laws， king's commissioner) 28 July 1460; 1 N ov. 1461. 

Bp: (archdeacon of Wells) prov. 30 Oct. 1465 Bath and Wells (d. a. 15 May 1491). 

Ch: 20 June 1467; 11 Apr. 1471 (resumed 0伍ce)

KpPS vこ任命される前の官職名はさほど明白でなく ，Handbookvこも明記されていない。しか

し上記の通り，彼は法学博士で，折りにふれて国王から委嘱を受けている43)

(28) CHARLETON (Cherleton)， Thomas: kc ?-p-B-t 

Kc ?: 17 Sept. 1307“Grant to Master T. de Cherleton， kc， upon the resignation of R. 

de Torbelville， of the prebend of Canon Walton in the free chapel of Bruge." 

CPR.， 1307-13， p. 8. 

KpPS: 7 July 1316. 

Bp: (archdeacon of Northamberland) prov. 25 Sept. Hereford (d. 11 Jan. 1344). 

43) (c) 3 July 1456“Grant to the kc and servant，マ~. StiIIyngton， doctor of Iaws， of the 
canonry and pr巴bendin the same chapeI (free chapeI of St. Stephen within Westminster 
palace) which John Lucas had of Iate..…"CPR.， 1452-1461， p. 287 この史料は次の史料に
よって同定される。 (d)10 July 1461“Ratification for Iife of the estate of Master R. Stiト
Iyngton， kc， as dean of the king's free chapeI of St. Martin Ie Grand， London， archdeacon 
of CoIchester in the cathedraI of London and of Tauntone in the cathedraI of WelIs， preb-
endary of Wetewang in the cathedraI of Y ork， Marther in the cathedraI of St. Davids and 
the prebend which John Lucas Iately had in the king's free chapeI of St. Stephen within his 
palace of Westminster， and parson of the church of Aysshebury， in the diocese of SaIis 
bury.': CPR.， 1461-67， p. 17.この史料もまたRobertの財産目録ともいうべき一面をもっている。し
かも(c)が(d)によって同定可能であるとすれば， (c)からさらに次の史料の同定も可能になる。 (e)29 Mar. 
1458“Commission of oyer and terminer to Master Thomas Kirkeby， kp. of the rolIs of 
Chancery， Master R. StylIyngton， Master Richard Wetton and Master John Derby， doctors 
of Iaws， and …・・ "CPR.， 1452-61， p. 439. (f)“Commission to John， earI of Shrewsbury， 
Thomas， Iord Scales， knight， Master Andrew HuIs (Holes)， kp. of the privy seaI， Richard 
Haryngton， knight， and Masters R. StiIIyngton and John Derby， doctors of Iaws ……" CPR.， 
1446-52， p. 537. (g) 12 Dec. 1450“Commission of oyer and terminer to Master Andrew 
HuIs， cIerk， kp. of the privy seaI， Master R. Stilyngton， cIerk， Master John Derby， cIerk 
." Ibid.， p. 434. これら(e)・(0・(g)3片の史料には，いずれも同役として JohnDerbyの名があがっ
ている。それぞれの委員会に首席ではないが法律専門家として参画したとおもわれる。しかもこのJohn
の方は，下記の通り， (c)の文書の発給の5日前に，同じ St.Stephenの聖職禄の一部を受けている。 28
June 1456“Grant to Master J ohn Derby， doctor of Iaws ... ... of the prebend in the free 
chapeI of St. Stephen within Westminster palace which Mastev John Kirkeby held of Iate 
." CPR.， 1452-61， p. 287 問題の RobertとこのJohnとがこれほどまでに並行して史料に出て
くるということからしてJこれらはすべて I人の Robertであり I人の Johnであると考えられよう。
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Tr: 2 J uly 1328. 

1316年にKpPSV，こ登用されるほどの人物が， 1307年にkcであるということは，可能性とし

ては大いにありうる。 DNBによれば，彼の父 RobertはCharlton(co. Salop)出身者である。

兄はJohnといい， Thomasは兄とともにEdwardIIに接触しそのc1erkになったとし、う。兄

は1310年から 1318年までchamberlainの要職にあった。 KpPSに登用されたのは，兄の力に

よるものかも知れなし、。また上記史料の Bruge(Bruges， Bridgnorth)とはやはり co.Salop 

(Shropshire)にある。しかしさしあたり同定の確証がないので，断定を控えておいた。さらに

Handbookは，彼のKpPSについて“jointlywith the controllership of the wardrobe until 

7 July 1318 and separately thereafter"としている。独立の官制として KpPSが置かれるの

は，すで、に述べた通り RogerN orthburgh (前出 (2J)からであり， Thomasはその後任者で

ある。 1318年までcontrollerとして KpPSを兼任したということは，両官職の分離がし、まだに

定着していなし、からか。

(29) BALDOCK (Baudak， Baudale)， Robert: kc?-p-c-B 

Kc? :“Reynolds (Walter) and Baldock (Robert)， the most characteristic chancellors 

of the reign， had been c1erks of the wardrobe of Edward of Carnarvon either as 

prince or king." Tout， II， 214. 

KpPs: 27 Jan. 1320. 

Ch: 20 Aug. 1323. 

(Bp: (archdeacon of Middlesex) el. 23 July 1325 Norwich. resigned 3 Sept. 1325， 

imprisoned 16 N ov. 1326.J 

上記のToutの記述からすれば， Robertはkcであったとの推定もなりたつ。王太子のc1erk

としても，また即位後のEdward11のc1erkとしても kcの可能性がある。しかし手もとの史料

からは確証がえられない。 Robertよりも前に Ralph BaldockとL、う人物がし、た。 Ralphは

archdeacon of Middlesexを経て London司教(1304-13)になり， chancellor (Apr.-Aug. 

1307)になった。 Robertも1312年から archdeaconof Middlesexで，しかも Ralphの遺言執

行人になっていることからその縁者と推定されるザまたRobertは，KpPSvこ就任して半年後の

1320年 7月7日から controllerof the wardrobeも兼任している。両官職の分離がし、まだに定

着せず，後任者RobertW odehouse も両者を兼任した~5)DNB によれば，RobertBaldockは1322

年に国王からWinchester司教に推挙されたが，教皇はJohn Stratford (前出(13J)を同司教

座に直任した。 Norwichの司教人事も上記の通り不調に終わり， Edward II治世末期の政争の

中で死亡した。

(30) WAKEFIELD (Wakefeld)， Henry: kc? -w-B-t 

44) Tout， II， 299 
45) Tout， VI， 28. 50. 
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Kc?: (a) 23 Jan. 1364“Grant to the kc H. de Wakefeld of the prebend of Nunwyk 

in the collegiate church of Ripon.…・・ "CPRリ 1361-64， p. 440. (b) “ …... though up 

to 1364 a clerk of the earl of Hereford， rapidly became much more the king's man 

・・ " Tout， IV， 153. 

KpW: 27 June 1369 

Bp: (canon of St. Paul's， London; archdeacon of Canterbury) prov. 12 Sep. 1375 

Worcester (d. 11 Mar. 1395) 

Tr: 14 Jan. 1377. 

(b)でToutがし、うところからすれば，HenryはHereford伯 HenryBohumのearl'sclerkか

らkcV，こ転身したことになり， (a)の史料はまさにその年のものである?しかしもとの史料には，

(a)を同定するための確証がない。また急速に国王への臣従の度合いを深めたとされるにしては，

KpWに任命されるまでの官職なども不明である。Worcester司教座へ直任される前に，国王か

らEly司教座へ推挙されたこともあるとし、うす)J ohn Barnetが1373年に死亡して， Ely司教座が

空席になったときのことか。とすれば，教皇は2年後に国王の意向をかなえたことになる。

(31) RUSSELL， John: kc? -p-B-B-cーC

Kc? (a) 21 Mar. 1469“Appointment for life of Master J. R.， doctor of decrees， as 

secondary in the 0伍ceof the privy seal， receiving 40 1. yearly from the issues of 

the counties of London and Middlesex." CPR.， 1467-77， p. 151. (b) 30 Oct. 1471 

“Confirmation of estate which Master J. R.， doctor of decrees， has as second in the 

o節目 ofthe privy seal， and grant to him for life of 40 1. yearly from 21 March， 

9 Edward IV (1469)， from the issues of the counties of London and Middlesex .. 

Ibid.， p. 280. 

KpPS: (secondary of privy seal office 1469-74) 28 May 1474. 

Bp: (archdeacon of Berkshire) prov. 15 July 1476 Rochester. 

Bp: trs. prov. 8 Jan. 1472 (d. 30 Dec. 1494). 

Ch: 10 May 1483; 27 June 1485. 

このJohnは，教令(decrees)の博士つまり教会法学者である。 (b)は， (a)から2年半ほど遅れ

46)次の史料は， Henryがearl'sc1erkであった時期のものである。同名の別人か。 13Feb. 1361“Pres-
entation of John de Tyngewyk， parson of the church of Longecombe， in the diocese of 
Lincoln， to the church of Sharne妊ord，in the same diocese …一.on an exchange of benefices 
with H. de W.， kc." CPR.， 1358-61， p. 540. 聖職禄交換の記録である。また次の史料は Henryが
KpW在任中の時期に相当するもので，先の史料にもまして別人の可能性は少ないが，やはり同定のた
めの確証がない。 19Oct. 1370“Gtant to W. de Beverle， prebendary of the prebend of 
Stylyngton in the church of Y ork， of the prebend of Houthe in the church of Dublin ……on 
an exchange of benefices with the kc， H. d巴 W."CPR.， 1367-70， p. 467. これもまた聖職禄
交換の記録である。上記 (a)の史料のRiponもYorkの教会であった。
47) Tout， IV， 154. 
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て(a)を再確認したものであるが， 40 l.の終身年金のほかに，その所領についても確認されてい

る。年金の財源が LondonおよびMiddlesexから徴集されたものと書かれており，国王官僚へ

の給与の方式の 1例を示している。なお(b)では，その所領がprivysealの次官の職責によって

保有されたものであると明記されている。これほどの高官でしかも国王から直接に給与を受け

ているのであるから， Johnは定義上ではkcであるが，手もとの史料ではその確証がえられな

い。一応疑問を残しておこう。 l

(32) LANGHAM， Simon: t-B-c-A-Cd. 

Tr: 23 N ov. 1360. 

Bp: (abbot of Westminster) prov. 10 Jan. 1362 Ely. 

Ch: 21 Feb. 1363. 

Abp: trs. prov. 24 July 1366 Canterbury (res. 28 Nov. 1368). 

Cd: 27 Sept. 1368 cardinal-priest by the title of St. Sixtus; July 1373 cardinal-bishop 

of Praeneste (Palestrina) 

前歴について， kcの確証のみか形跡すら見あたらない。 DNBによれば， Benedictus派の修

道士出身で， 1349年 4月にWestminster修道院の priorに就任し5月に abbotに昇格した。同

修道院の運営の手腕を買われて treasurerに起用されたとL、う。 JohnSheppeyの後任として

treasurer ~こ就任した。前任者 John も同派の修道士であった。教皇 UrbanusVから St.Sixtus 

の cardinal-priest48)に任命され， Edward IIIの承認をえないでそれを受諾したことから，

Canterbury大司教を辞任し49)やがて教皇のもとへ去った50)

48)枢機卿は，司教枢機卿 (cardinalisepiscopus， cardinal-bishop)，司祭枢機卿 (cardinalispresby-
ter， cardinal-priest)，助祭枢機卿 (cardinalisdiaconus， cardinal-deacon)とに分かれる。また教皇
のもとに定住するか否かで聖庁付枢機卿 (c.curiae， c. in curia)，聖庁外枢機卿 (c.extra curiam) 
に分けられる。 Simonは上記の通り，後にcardinal-bishopに昇任される。
49) Simonの辞任は上記の通り， 1368年11月28日であるが，国王はそれ以前に大司教座が空席 (voidance)
になったと見なし，同月 16日から 27日までに，“byreason of the voidance of the archbishopric 
of Canterbury"として，CPR.， 1367-70，に記録されているだけでも 6件のking'sgiftを与えている
(pp. 168， 169， 176 bゐ， 183， 184)。辞任の結果として空席になったのではなくて，空席と認定された結
果として辞任したとおもわれる。 15Jan. 1369“Mandate to..... .escheator in the counties of Kent， 
Surrey， Sussex and Middlesex， to d巴liverthe temporalities of the archbishopric of Canter-
bury in those counties to William (Wittlesey)， late bishop of Worcester， whom the pope 
has preferred to that archbishopric in the place of Simon， the late archbishop， cardinal 
without the Roman court， whom the pope has released from his tie to that church and pro-
moted to be cardinal priest...…" Ibid.， p. 187. いうまでもなく後任大司教へtemp.の引渡しを指
示したものである。この中でSimonは，まず“cardinalwithout the Roman court"と書かれてい
る。前注の cardinalisextra curiamであろう。また彼は，この文面では，教皇によってCanterbury教
会との関係を断たれたかの如く書かれている。枢機卿発令は上記の通り9月27日である。後任のWilliam
の転任発令は10月11日である。 Simonの正式辞任は 11月28日であった。後任の発令が比較的早い
ことからして， 9月27日よりも早い時点で，教皇自身がSimonを解任せざるをえないと判断していた
のではないか。
50) DNBによれば， Simonは1372年に教皇GregoriusXI によって使節に任命され， Edward IIIと
France国王CharlesVとを和解させるべく，両宮廷へ派遣されたとし、う。しかし，実際にはそれ以前
から使節に起用されていた。 2Id. (12) J an. 1371 (A vignon)“……continuation of the mission of 
cardinals Simon CLanghamJ of St. Sixtus， and John of Sancti Quatuor Caronati， sent by 
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(33) KEMPE， John: p-B-B-B-A-C-Cd-C-A 

KpPS: 3 Oct. 1418. 

イギリスの中央行政機関における長官職

Bp: (archdeacon of Durham) el. a. June， prov. 21 June 1419 Rochester 

Bp: trs. prov. 28 Feb. 1421 Chichester 

Bp: trs. prov. 17 Nov. 1421 London 

Abp: trs. prov. 20 July 1425 York 

Ch: 16 Mar. 1426. 

Cd: 18 Dec. 1439 cardinal-priest of Santa Balbina's. 

Ch: 31 Jan. 1450. 

Abp: trs. prov. 21 July 1452 Canterbury. 

Lord Campbel1 は， Johnを“avery low condition of life"の両親から生まれたとしてい

るが，DNBは父がKentのgentlemanであったとL、ぅ。前出のC4)JohnSta妊ordは， Kempe 

のまさに後輩と呼んでよい。 1415年にKempeはCourtof Archesのdeanに任命される。これ

はCanterbury大司教管区の教会法上の上訴裁判所で，尖塔の基部に archesがあるところから

その名で、呼ばれた。また大司教 HenryChicheleのvicar-general(総代理〉にも任命されてい

る。 KempeがKpPSvこ任命されると，Archesには後任として Sta妊ordが任命されてし、る。 Kempe

の後任の KpPSもSta妊ordである。 Kempeが1432年にchancellor職を解かれると，後任には

やはり Sta任ordが任命されている。司教歴も Kempeが先行する。これら一連の人事はすべて

大司教 Henryの存命中のことである。両者の初期の経歴からして，いずれも archbishop'sclerk 

であったと推定される。 DNBは， Henry VがKempeを外交交渉に起用したというが，国王と

の接触は大司教の仲介によるものか。

1439年 12月18日に教皇EugeniusIV によって presbytercardinalis sanctae Romanae 

ecclesiae (cardinal-priest of the holy Roman church)に列せられ，翌年1月8日にSanta

Balbina教会の名義(titulus，title)上の司祭職を与えられる?その結果，枢機卿である Johnか

Urban V. to foster peace between the kings of France and England.…・・"c. Paμ1 Reg.， 
vol. IV， p. 92. このJohnとはJeande Beauvaisで，Simonの同役である。両名はUrbanusV (d.1370) 
の存命中からこの任務についていたことがわかる。“Simon，cardinal of St. Sixtus， papal nuncio" 
は， 1373年5月13日 (3Id.)の史料が最後になっている (lbid.，p. 124)0 DNBはまた， William 
Whittleseyが1374年に死亡すると， SimonがCanterburyの聖堂参事会で後任に選挙されたとL、ぅ。
しかし，宮廷の意向によって，翌年SimonSudburyがLondonから迎えられる。 Langhamは教皇の
もとに留まり， 1376年7月22日に死亡する。
51) 14 Kal. Jan. (19 Dec.) 1439“To J olm， archbishop of Y ork， raised to be a cardinal priest 
of the holy Roman church. Motu 1うropriodeclaration to him --whom the pope has this 
day in consistory general raised and nominated and published a cardinal priest of the holy 
Roman church， and to whom the pope intends shortly to assign one of the cardinal priest 
churches of Rome as title-ー←thatthe pope's intention was …… that he should not be re. 
leased from the bond by which he was and is bound to his said church Cof YorkJ， and that 
the pope's will neither was nor is that that church should be void ……that even after he 
(pope) has given his consent to the said raising and nomination and publication， and has 

27一



人文科学論集

Canterbury大司教である Henryか， ¥， 、ずれが上位にあるかとし、う問題が生じ，教皇の裁定によっ

てJohnの上位が決定する?

(34) ROTHERHAM (Rotheram or Scot) ， Thomas: p-B-p-B-c-c-A-c 

KpPS: 24 June 1467. 

Bp: (canon of Lincoln) prov. 11 Jan. 1468. 

KpPS: 11 Apr. 1471 resumed 0伍ce.

Bp: trs. prov. 8 Jan. 1472 Lincoln. 

Ch: 27 May 1474; 29 Sept. 1475. 

Abp: trs. prov. 7 July 1480 (d. 29 May 1500). 

Ch: 18 Sept. 1485. 

Thomasは， KpPS ~こ就任してからなるほど kc である?しかしそれ以前については kc の前

歴が確認されない。 DNBによれば，彼は1461年までにLancaster派の Oxford伯 CJohnde 

Vere)のchaplainになった。いわばearl'schaplainである。伯に随行して宮廷に入り，後の

王妃Margaretに知られるが， queen's clerkになったか否かは不明である。 1467年にKpPS~こ

任命されるが，それは王妃の力によるものとし、う。1470年 10月3日にHenryVIが王位を回復

し， 10月24日にJohnHalesがKpPSに任命された。しかし 1471年 4月11日にHenryがま

たしても廃位され， Edward IVが王位を回復して， ThomasもKpPSの職を回復する。この王

位回復の日をもって， Thomasの“ resumed0伍ce"の日付としておいた。

2種類以上の長官職経験者でしかも司教歴をもつものは，回の4名を含めて以上 34名である。

このうち，最初に長官に任命される前にすでにkcであったものは， 25名にのぼる。ClJC28J 

C29J C30J C31]の5名にはkc歴について疑問符を残しておいた。 C4JC32J C33J C34Jの4名

にはkc歴の状況証拠すら見あたらない。その点でこの 4名はむしろ異例であるが，異例とはい

え，いずれも官僚としてはchancellor，聖職者としては大司教にまで昇進している。 4種類の長

官職のうちでchancellorか最高位であることは，一般に知られているところであるが，そのこ

とについては，いずれ筆者なりにも吟味する。ともあれ， この 4名中， C32JSimon Langham， 

received a church of Rome as a title， even being a cardinal and holding such church of 
Rome， he shall remain archbishop of York， and administer that see， etc. as before." C. 
Papal Reg.， IX， 46. まず日付が問題である。“14Kal. Jan."とすれば12月19日であるが，脚注で
は“1439die Sabbati 18 mensis Decembris"付で昇任させたという。いずれにせよ，枢機卿会議
(consistorium)でとりあえず昇任を決定し，後日しかるべきcardinal-priestchurchの名義上の司祭
職を与えること，またそれを与えられても York大司教の地位を失わないことが教皇の意向として述へ
られている。 DNB.によれば， cardinal就任についてJohnに懸念があったものの，国王にすすめられ
てこれを受諾し，しかも大司教座を引続き保障されたとしみ。前出C32JSimonLanghamのはあいは，
上記の通り結局はCanterburyを去っている。
52)裁定では， cardinalは“thefirst degree in the church next to the papacy"であるとされ，
Henryは自分の管区内でも cardinalの下位に位置づけられたという (DNB)。
53) 29 Oct. 1467“・….to Master T. Rotheram， kc， kp. of the privy seal， provost of the king's 
college of Whyngham， in the diocese of Canterbury." CPR.， 1467-77， p. 42 
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C33JJohn Kempeが枢機卿にまで昇進したことも上記の通りであって，その点も異例である。

kc出身者で、はC25JThomasLangleyだけが枢機卿になった。しかし Thomasは， しかるべき

教会の名義司祭にはならなかったので，枢機卿として完全な資格をもつにはいたらなかったヂ

54) Thomasは， Salisbury司教 RobertHallamと共に枢機卿に列せられているが， Robertと同じ理由で
司祭名儀をもたなかったという。“titulumnon obtinuit de more quia Roman nunquam venit"教
皇庁へ出仕することがないから， ということである (DNB)。
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